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マウス L-929 細胞を， 10%仔牛胎児血清を含むMEM培地で370Cで単層培養した。同調培養は，ダブ
ル・チミジン・ブロック法で行なった。チミジン・ブロックを解除すると，すべての L細胞は S 期に入
る。此の同調細胞で， DNA合成の最初のピークは 4 時間目，第 2 のピークは20時間自にみられた。分裂
指数の第 1 回目のピークは12時間目，第 2 のピークは，そのあと ]6時間後にみられた。
このような同調培養細胞から経時的に核を単離精製し，その核小体数をみると. s 期 lこはむしろ核小
体数は増加し， G2期になるにしたがい核小体数は減少し，第 2 回目の S 期になると再び核小体数が増加
してくるという周期的変動がみられた。
E 核小体DNAの細胞周期における複製





大部分は，核DNAと同じく S期に合成される乙とがわかった。したがって. s 期に核小体DNAの複製が
行なわれているにもかかわらず，同調培養 L細胞では，この S 期に平均核小体数は最高値を示したので，
核小体DNAの複製が直接，核小体数の減少に関連しないことを示唆した。
なお. s 期の核小体で‘も. (14CJ ウリジンのRNAへの取り込みがみられたD
E マウス腹水癌細胞核小体に存在する DNAポリメラーゼ
エー jレリッヒ腹水癌細胞から村松らの低張緩衝液ーマグネシウム法とLynch らの庶糖ーカルシウム


















その結果，核小体DNAの合成は核質DNAと同様に S 期にお乙なわれるが，核小体数の減少は Gz期の
後半から G1期の前半にかけてみられ，核小体DNAの複製には核小体の形態を解消する必要のないことが
示された。この所見は，核小体にDNAポリメラーゼが存在することからも裏づけられた。以上の研究成
果は十分に学位に価するものと考える口
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